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有機多結晶薄膜の移動度は、（１）結晶ドメイン境界におけるキャリア輸送障壁および（２）結

晶ドメイン内における HOMO バンド端ゆらぎによって大きく低下する[1,2]。このうち（１）につ

いては結晶ドメイン境界におけるキャリアの拡散、（２）については移動度端近傍におけるキャリ

アのボルツマン分布を仮定したモデルで説明される。我々はこれまでに、両者を解析的に算出す

るためのキャリア輸送モデルとして、多結晶モデル[1,3]の拡張を提案してきた[4]。この拡張モデ

ルにおいて膜全体の移動度は、結晶ドメイン境界の移動度（µdb）および結晶ドメイン内の移動度

（µdi）を用いて 
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で表される。ここで、αは印加したソース-ドレイン電圧のうちドメイン境界で消費される電圧の

割合、βはキャリア輸送障壁のない電流パスの割合である。さらにµdbとµdiはそれぞれ 
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で表される。ここで、lは結晶ドメインサイズ、NAは活性アクセプタ密度、εS は半導体の誘電率、

φbはキャリア輸送障壁の高さ、φfはHOMOバンド端ゆらぎの高さ、µ0は材料自身の移動度を表す。 

本発表では、様々な条件で成長したペンタセン多結晶膜に対して、上記解析モデルによって移

動度制限要因を定量的に算出した結果について報告する。 

Fig. 1 は成長温度 23°C、成長速度 1 Å/s で成長したペン

タセン多結晶膜の移動度の温度依存性とそのフィッティ

ング結果である。フィッティングからφb=69 mV, φf=44 mV, 

µ0=1.2 cm2/Vs, α=0.42, β=0 と算出された。講演では異な

る条件で成長したペンタセン多結晶膜の解析結果も示し、

成長条件の違いによる移動度制限要因の変化について考

察する。 
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Fig. 1  室温で成長したペンタセンの

移動度温度依存性． 
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